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平成３０年１２月三種町議会定例会会議録 

 平成３０年１２月１１日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  三 浦   敦    ２番  平 賀   真 
     ３番  伊 藤 千 作    ４番  大 山 善治郎 

     ５番  児 玉 信 長    ６番  清 水 欣 也 

     ７番  加 藤 彦次郎    ８番  後 藤 栄美子 
     ９番  成 田 光 一   １０番  大 澤 和 雄 

    １１番  高 橋   満   １２番  工 藤 秀 明 

    １３番  堺 谷 直 樹   １４番  安 藤 賢 藏 

    １５番  小 澤 高 道   １６番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

教 育 長  鎌 田 義 人  総 務 課 長  石 井 靖 紀

企 画 政 策 課 長  金 子  孝  税 務 課 長  佐 々 木 恭 一

町 民 生 活 課 長  高 橋  泉  福 祉 課 長  加 賀 谷  司

健 康 推 進 課 長  金 子 英 人  農 林 課 長  寺 沢 梶 人

商工観光交流課長  桜 庭 勇 樹  建 設 課 長  進 藤  敦

上 下 水 道 課 長  近 藤 光 明  琴 丘 総 合 支 所 長  近 藤 吉 弘

山 本 総 合 支 所 長  後 藤  誠  会 計 課 長  佐 々 木 里 史

教 育 次 長  畠 山 広 栄  農業委員会事務局長  信 太 清 勝

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  平 澤 仁 美  議会事務局長補佐  石 井  透

議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人     
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一、本日の会議に付した事件 

 日程に同じ 

 

議長 金子芳継は、平成３０年１２月１１日、出席議員が定足数に達したので、本会議

を開会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 おはようございます。 
 ただいまから、平成３０年１２月三種町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１６名であり、定足数に達しております。 
 これから本日の会議を開きます。 

 書記には平澤君を任命します。 

 説明員として、町長、教育長の出席を求めております。 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員には、会議規則第１２４条の規定により１１番、高橋

満議員、１２番、工藤秀明議員を指名いたします。 

 日程第２．会期の決定についてお諮りいたします。 
 その前に、議会運営委員会が開かれましたので、本定例会の会期につい

て委員長の報告を求めます。議会運営委員長。 

議会運営

委員長 
（ 後藤栄美子 ） 

 おはようございます。 

 平成３０年１２月三種町議会定例会に当たり、１２月５日に議会運営委

員会を開催し、会期等について協議いたしましたので、その結果をご報告

いたします。 

 皆様のお手元に配付しております会期日程表のとおり、会期は本日から

１２月１４日までの４日間としております。 

 なお、提出案件は、議案１４件並びに陳情５件となっておりますので、

議員各位の慎重かつ円滑なご審議をお願い申し上げまして、報告といたし

ます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ただいまの委員長報告のとおり、本定例会の会期は本日１２月１１日か

ら１４日までの４日間としたいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

   （ 異議なしの声あり ） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。よって、会期は本日から１２月１４日まで

の４日間に決定いたしました。 

 日程第３．諸般の報告を行います。 

 監査委員より、平成３０年８月、９月、１０月の例月出納検査の報告が

ありました。 
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 以上で報告を終わります。 

 日程第４．町長の行政報告を行います。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 
 １２月議会定例会の開会に当たり、９月議会定例会以降の町の動きなど

町政の概要をご報告申し上げ、議員各位並びに町民各位のご理解とご協力

を賜りたいと存じます。 
 それでは、総務課関係から順次ご報告申し上げます。 
 初めに、次年度の施策展開の基本方針となります平成３１年度当初予算

編成方針について申し上げます。 
 国の平成３１年度当初予算における地方財政対策については、地方が子

ども・子育て支援や地方創生、公共施設の適正管理等に取り組みつつ、安

定的な財政運営を行うために必要となる一般財源現額について、平成３０

年度地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保すると

の方針が示されております。 
 一方で、予算編成に当たっては、国・地方を通じた厳しい財政状況を見

通し、地方公共団体においては、引き続き行財政運営について透明性を高

め、質の高い公共サービスを効率的・効果的に提供する必要があるとして

います。 

 本町の財政状況については、これまでの財政健全化の取り組みにより、

各種財政指標も改善してきており、現時点では健全な財政状況にあるもの

と認識しております。 

 しかしながら、今後の長期財政見通しでは、地方交付税の合併特例加算

の縮減及び終了に伴い、単年度収支は徐々に赤字に転じ、平成３９年度ま

での赤字の累積は約３３億２，０００万円程度になると見込まれることか

ら、引き続き行財政改革大綱の着実な実施による安定的な財政基盤の確立

が必要となっております。 
 以上を踏まえながら、平成３１年度当初予算編成は、第１に住民生活環

境施設の整備、第２に雇用対策推進事業の継続、第３に地域特性を活かし

た産業振興対策、第４に暮らしの安心確保対策、第５に公共施設等の最適

化の推進、以上の５分野を重点事業として位置づけながら、総合計画及び

地方創生総合戦略の着実な推進を目指してまいりたいと考えております。 

 続きまして、企画政策課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、１３回目となりました三種町町民祭について申し上げます。 
 今年度は、１０月２０日と２１日の２日間にわたり、「三種の輪 町民

祭で つなげよう」をテーマに琴丘総合体育館で開催いたしました。 

 主な内容を申し上げますと、メーンアリーナでは、小・中学生による作

品を初め、生涯学習作品や芸術文化協会の作品展示のほか、町内企業によ

る展示、映画「デイアンドナイト」ＰＲ、各種団体の活動紹介が行われま

した。また、サブアリーナでは、町内中学校合同の吹奏楽演奏、保育園児
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・幼稚園児による発表、そして町内協賛企業から提供された協賛品抽選

会、餅まきが行われ、大いに盛り上がりました。 
 また、２日目には「心のあたたかさ、命のすばらしさ」を考えるフォー

ラムに続いて、消費者行政推進事業特別講演会が行われ、マジシャンのマ

ギー司郎さんが「振り込め詐欺に気をつけて」と題した講演を行い、ユニ

ークな手品と軽妙な語り口で来場者を笑いで魅了しました。 

 ことしの町民祭は天候にも恵まれ、２日間で５，０００人ほどの方々に

お越しいただくことができました。これも関係団体並びに町民各位のご協

力のおかげであり、心より感謝申し上げる次第であります。 

 次に、北海道みたね会、東京みたね会について申し上げます。 
 まず、北海道みたね会は、１０月２８日に札幌市のすみれホテルを会場

に、会員、来賓合わせて３０名出席のもと、総会、懇親会が開催され、お

互いの近況やふるさとの話題で大いに盛り上がりました。 

 なお、９月に発生した北海道胆振東部地震では、幸いにも会員の皆様に

は大きな被害はなかったとのことであります。 
 次に、東京みたね会は、１１月１１日、上野精養軒を会場に総会並びに

懇親会が開催され、会員、来賓合せて３３０名ほどが出席し、盛大に行わ

れました。 

 ことしは創立１０周年という節目の年にも当たり、懇親会、交流会では

鏡割りも行われ、久しぶりに顔を合わせた会員の皆さんは、じゅんさいだ

まこ鍋を味わいながらふるさと談議に花を咲かせていました。 

 続きまして、町民生活課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、去る１０月２３日、有限会社アストン秋田との間で締結した公

害防止に関する協定について申し上げます。 

 この協定は、同社が浜田地区に建設を予定している養豚場における悪臭

等の公害発生の抑制と、問題発生時に適切な対応を図ることを目的として

おります。 
 今後は協定に基づき、地元自治会やアストン秋田、町等から成る協議会

を立ち上げ、情報を共有しながら環境保全を進めていくことになります。 
 次に、１１月２６日、能代山本生コンクリート協同組合と災害時におけ

る消防用水等の確保に関する協定を締結しております。 
 内容については、大火等の災害時に、同組合の加盟事業所が所有するコ

ンクリートミキサー車で火災現場や避難所に水を運搬し、消防用水や飲料

水を除いた生活用水として活用するものであります。 
 本協定により、有事の際に十分な用水を確保できる道が開け、町の災害

時の支えになると考えております。 

 次に、消防用小型動力ポンプの配備について申し上げます。 
 今年度は６台の更新で、山本地域の第４分団泉八日及び林崎、第５分団

逆川、八竜地域の第７分団久米岡及び富岡、第８分団大口の各分団におい

て、１１月２８日に配備を終えたところであります。 
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 続きまして、福祉課関係についてご報告申し上げます。 

 １０月２６日に山本体育館で敬老式を開催いたしました。 
 本年は、数え年７０歳の古希を迎えられた初敬老の方が４０３名、７７

歳の喜寿を迎えられた方が２８４名、８０歳の傘寿を迎えられた方が２１

３名、８８歳の米寿を迎えられた方が２２７名、９０歳の卒寿を迎えられ

た方が１３２名、９５歳を迎えられた方が６４名、１００歳以上の方が２

８名、以上合わせて１，３５１名の方々と、金婚式を迎えられました２２

組のご夫婦が対象となっております。 
 当日は、穏やかな天気のもと、１７８名の方々からご参加をいただき、

互いの長寿をお祝いしながら交流を深めたところであります。 
 敬老者各位のご健康とさらなるご活躍をご祈念申し上げますとともに、

式典にご出席いただきました議員の皆様に御礼を申し上げます。 

 続きまして、健康推進課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、昨年度末で廃止されました旧琴丘国保診療所施設の取り扱いに

ついて申し上げます。 
 診療所施設の取り扱いについては、関係各課と利活用について検討いた

しましたが、屋根の老朽化がひどく、赤さびや一部雨漏りがあることな

ど、このまま放置もできない状況であることや、現段階では具体的な利活

用のめどが立っておらず、利活用するにしても相応の改修が必要になるこ

となどから、施設を解体して更地にしたほうが将来的に利活用しやすいも

のと考えております。 

 このため、解体に向けた事前経費として、建物のアスベスト含有調査に

係る経費を今議会で補正計上しておりますので、ご審議のほどお願いいた

します。なお、解体工事は、調査の結果を踏まえ、来年度実施する予定と

しております。 
 次に、自殺対策について申し上げます。 

 例年行っております「心のあたたかさ・命のすばらしさ」の標語募集は

ことしで１０年目の節目を迎え、９２０人の方々から９７２件の応募があ

り、また、町民祭でのフォーラムを実施しましたところ、２１０人の参加

をいただくことができました。 

 ことしも残すところわずかとなりましたが、自殺者は昨年の８名から現

在１名と、合併以降最少となっております。 

 今後もボランティア団体等の支援、連携を行いながら、皆で支え合う地

域づくりに努めてまいります。 
 続きまして、農林課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、本年産米の作柄概況について申し上げます。 

 秋田県の平成３０年産水稲の収穫量が１２月１０日に東北農政局より発

表されました。これによりますと、１０アール当たりの収穫量は県全体で

５６０キログラム、県北地域で５４１キログラムとなり、前年に比べ１５

キログラムの減少となっております。また、全モミ数は平年に比べ「やや
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少ない」となり、登熟は８月下旬以降の断続的な降雨や日照不足等の影響

を受け「平年並み」で、作柄表示地帯作況指数は「９６」の「やや不良」

となっております。 

 しかしながら、ＪＡ等の集荷状況によると、本町においては作柄概況以

上に収量の減収があると見込まれ、農家、生産者にとっては厳しい作柄と

なっております。 

 今後、国、県等の支援策が出されたときは、町としても早急に対応して

まいりたいと考えております。 
 次に、秋田県の平成３１年産主食用米の生産目安について申し上げま

す。 
 秋田県は、１２月６日に平成３１年産主食用米の生産目安を示したとこ

ろであり、ことしより０．４１％の微減となっております。 

 これを踏まえ、町段階の生産目安を算出し、今月下旬に開催予定の三種

町農業再生協議会臨時総会において、生産目安の提示方針について話し合

い、年明け１月中にはＪＡ等方針作成者より、販売計画を加味した生産の

目安を農業者宛て情報提供することとなります。 

 次に、芦崎地区圃場整備事業について申し上げます。 
 今年度は区画整理工１２．７ヘクタールが完了し、今後、パイプライン

工及び次年度の農地のかさ上げに要する土砂の運搬を予定しております。 

 また、事業着手から５年目を迎え、整地工及び用水路工の工法及び事業

量の変更により事業計画を変更する必要が生じたことから、現在、計画変

更の法手続を進めております。 

 次に、松くい虫被害対策について申し上げます。 
 １１月１６日をもって被害木調査を完了しております。調査の結果、昨

年度並みの材積数量となっており、これをもとに今年度も引き続き伐倒等

の駆除処理を行う予定としております。 

 次に、ナラ枯れ被害対策について申し上げます。 
 ９月に町内のナラ枯れ被害木調査を県と町合同で実施いたしました。調

査の結果、被害本３１本を確認しており、昨年度の同じ時期の４分の１ほ

どとなっております。しかしながら、調査未実施の山林を含めると、実際

の被害本数はさらにふえるものと思われます。 
 今後、再調査を行い、伐倒可能な被害木に関しては、県の指導等を得な

がら適切に処理を行ってまいります。 

 次に、鳥獣被害防止対策について申し上げます。 
 今年度、ツキノワグマの捕獲頭数は８頭となっております。ツキノワグ

マが食用とするブナの実は総体的に不作であるとされ、また、暖冬になる

との予報もあることから、今後も冬眠までの間、人里に出没する可能性が

高いと推測されます。 

 イノシシ、ニホンジカとあわせて、人的被害、農作物被害が発生しない

よう注意喚起に努めてまいります。 
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 続きまして、商工観光交流課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、ＣＣＳプラント誘致について申し上げます。 
 三種町沖が貯留適地の一つであることから、これまで三種町ＣＣＳプラ

ント誘致協議会を立ち上げ、要望活動などの取り組みを行ってまいりまし

た。 
 今年度は、１０月１７日に協議会の総会を開催し、１１月２０日には、

日本ＣＣＳ調査株式会社への表敬訪問並びに経済産業省及び環境省関係部

局への要望活動を行ってきております。 
 国等の動向につきましては、今年度まで実施予定となっている日本ＣＣ

Ｓ調査株式会社による地下構造調査は終了しております。これまで収集し

たデータの解析結果等については、来年２月ごろに国に提出される予定と

なっており、その後、国において専門家等による検討会などを経て、調査

井場所の選定が行われる予定となっております。 

 選定時期については、当初来年３月ごろに予定されていましたが、苫小

牧市におけるＣＣＳ実証試験が延長となったことなどもあり、選定は先送

りとなる見込みであります。 

 町では、今後も引き続きＣＣＳプラント誘致に向け、国等の動向を注視

しながら取り組んでまいりますので、議員各位並びに町民の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。 

 次に、地域連携観光ＤＭＯ設立に向けた取り組みについて申し上げま

す。 

 １１月２日に、能代山本地域の１市３町及び県、商工会、観光協会を初

めとする多様な団体が参加して、広域連携により観光振興を図ることや地

域連携観光ＤＭＯの設立を目指して、あきた白神観光連絡調整協議会が設

立されております。協議会では、平成３１年４月の法人設立に向けて手続

を進めることを決定しております。 

 町としましても、申請準備に協力するとともに、新ＤＭＯの事業費、運

営費などに対し、支援を行うことも検討してまいりたいと考えておりま

す。 
 次に、森岳温泉街の再活性化に向けた提言書について申し上げます。 

 森岳温泉郷の振興策を昨年８月から協議してまいりました森岳温泉活性

化協議会の提言書が、１１月１６日に町に提出されました。 

 提言書では、①温泉街の環境・景観、②賑わいの創出、③健康・医療・

保養、④丸富・花富ホテル跡地、⑤その他の５分野で提言が行われており

ます。 
 提言書を踏まえ、町としましては、来年度の事業化を視野に、にぎわい

を取り戻す具体策の検討を進めてまいりたいと考えております。 
 次に、ふるさとＣＭ大賞について申し上げます。 

 秋田朝日放送主催のふるさとＣＭ大賞は、１１月２５日に秋田市文化会

館において審査会が開催され、本町からは今回「じゅんさいと三種町」と

- 8 - 

いうタイトルの作品で審査に臨んでおります。 

 作品は、一昨年に最優秀賞受賞作品を手がけた、町内食品会社社員の近

藤大樹さんが中心となって制作し、今回はじゅんさいの選別・加工に着目

した作品となっております。 
 審査の結果、合計得点が３番目に高い作品に贈られるＡＡＢ賞を受賞

し、副賞として年間１００本のＣＭが県内で放送されることになっており

ます。 
 次に、映画「デイアンドナイト」三種町先行上映事業について申し上げ

ます。 

 昨年１１月に三種町でロケが行われた映画「デイアンドナイト」の全国

ロードショーが平成３１年１月２６日に決定し、本町では、１月１９日か

ら２５日までの１週間、山本ふるさと文化館で先行上映が行われることに

なりました。 

 また、先行上映初日には、琴丘総合体育館でスペシャルゲストを招いた

舞台挨拶、トークショーを開催する予定です。 
 先行上映事業は映画「デイアンドナイト」制作支援三種町実行委員会の

主催で行いますが、この映画を通じて三種町のＰＲ及び地域活性化に大き

な効果が期待されることから、町として先行上映事業を側面から支援する

こととし、今議会で先行上映事業費補助金を補正計上しておりますので、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
 続きまして、建設課関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、住宅リフォーム助成事業について申し上げます。 

 補助金申請状況は、現時点での申請件数が１７０件あり、１，９９１万

６，０００円の交付決定をしております。件数では昨年同期より１１件の

減ですが、補助交付決定額で５４７万２，０００円、事業費で１，２９０

万７，０００円の増となっております。 

 ９月定例議会において５００万円増額補正を行いましたが、今後も利用

が見込まれることから、今議会に追加補正を計上しておりますので、よろ

しくご審議のほどお願いいたします。 
 次に、三種川河川改修事業について申し上げます。 

 今年度も大雨による浸水被害が発生しており、一刻も早い改修が望まれ

ることから、河川改修促進協議会として、東北地方整備局及び国土交通省

に対し、早期完成に向けた陳情を行ってきたところであります。 

 次に、今シーズンの除雪関係について申し上げます。 
 １１月２９日に除雪委託業者と今年度の除雪業務についての会議を開催

し、町有除雪車２３台、業者からの借り上げ２８台の計５１台での除雪体

制となっております。 
 平常時の除雪については、降雪量１０センチメートルをめどに出動し、

通勤通学路は早朝作業を原則として行います。また、降雪量にかかわら

ず、強風等による吹きだまりや雪解けで通行が困難な場合などにも、良好
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な路面管理に努めるため出動しております。 

 冬期間は積雪により道幅が狭くなることから、除雪作業がスムーズにで

きるよう、路上駐車の禁止やゴミステーション、消火栓周りの除雪作業

等、町民各位のご協力をお願いするものであります。 
 続きまして、上下水道課関係についてご報告申し上げます。 
 初めに、上水道事業について申し上げます。 

 国道７号大曲歩道整備に伴う水道管移設工事についてでありますが、平

成３１年度において工事着手ができるとの連絡を受けまして、新年度早々

の工事発注に対応できるよう、今議会に設計業務委託費を補正計上してお

りますので、よろしくご審議のほどお願いいたします。 
 次に、生活排水処理事業について申し上げます。 

 釜谷地区農業集落排水につきましては、４月から公共下水道に接続して

おりますが、残った施設のうち排水管の撤去は終了し、処理施設について

も浄化槽廃止工事請負契約を締結し、工事に着手したところであります。 

 また、浄化槽整備事業については、１１月末現在で７人槽１基、５人槽

６基の事業が終了しておりますが、今後も設置希望者には随時対応してま

いります。 
 次に、温泉事業について申し上げます。 

 別荘、分譲地内の配湯管更新工事として着手しておりました３件の工事

につきましては、１２月７日をもって全て完了しております。今後とも温

泉の安定供給に努めてまいります。 

 続きまして、教育委員会関係についてご報告申し上げます。 

 初めに、北海道胆振東部地震の発生を受け、函館市方面の修学旅行を取

りやめた琴丘小、下岩川小・金岡小・森岳小の合同３校と浜口小について

は、訪問先を仙台市方面に切りかえ、湖北小については、日程を変更して

函館市方面を訪問し、全校で無事修学旅行を終えることができました。 

 次に、浜口小学校見守り隊が秋田県安全・安心まちづくり功労者として

県知事表彰を受賞しております。あいさつ運動や子供たちの登下校時の見

守り活動が評価されての受賞であり、見守り隊の皆様に敬意を表するとと

もに、これからも児童の安心・安全のために活動を継続していただきます

ようお願い申し上げます。 
 また、１１月１６日にはふるさと学習交流会が山本ふるさと文化館で開

催され、町内小学校の５・６年生約２４０名と保護者や地域住民が参加し

ました。 
 交流会では、児童が故郷の自然や歴史、文化、伝統芸能などについて学

び合い、郷土に対する愛情や誇りを高めるよい機会となりました。 

 次に、スポーツ活動におきましては、１１月３日に開催された郡市秋季

ミニバスケットボール大会最終日で、男子の琴丘が４位入賞、女子の八竜

ブレイズが優勝、森岳ＭＢＣが準優勝し、１月５日から開催される第４７

回全県ミニバスケットボール交歓大会への出場を決めました。 
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 また、琴丘小学校６年生の見上雄乃信君が、スペイン・マドリードで開

催されたサッカーの国際大会「マドリード・ユースカップ２０１８」に１

２歳以下の東北選抜チームの一員として参加しています。今後のさらなる

活躍を期待いたします。 
 次に、生涯学習関係について申し上げます。 
 ９月１６日に「伝統芸能の祭典ｉｎみたね」が開催され、昼の部は山本

ふるさと文化館で、町内外の番楽や踊り、森岳子ども歌舞伎が出演し、夜

の部は三種町農村歌舞伎会館に場所を移し、森岳子ども歌舞伎、森岳通り

音頭、森岳歌舞伎が出演しました。日ごろの稽古の成果と長年にわたり培

ってきた豊かな表現力に、客席から大きな歓声と拍手が送られていまし

た。 

 また、第１３回三種町町民祭文化部門の作品展示では、小・中学生によ

る図画、習字、工作などの作品展示や書道、写真、手芸、俳句などの一般

作品、生涯学習作品、芸術文化協会作品など合わせて１，８１３点の展示

がありました。ステージ発表では、生涯学習・芸術文化協会加盟団体など

１７団体が日ごろの練習の成果を披露し、大いに盛り上がりました。 

 次に、スポーツ施設関係について申し上げます。 
 八竜体育館大規模改修工事につきましては、平成３０年１２月２０日ま

での工期で施工しておりましたが、１１月２２日付で完了届が提出され、

全館使用可能となっております。 
 以上、ご報告を申し上げ、行政報告といたします。どうぞよろしくお願

いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
 町長の行政報告を終わります。 

 日程第５．陳情の上程、委員会付託についてお諮りいたします。 
 今期定例会までに受理した請願・陳情は、お手元に配付しております請

願・陳情文書表のとおりです。 
 議会運営委員会において、陳情第７号から陳情第１１号までの５件は教

育民生常任委員会に審査を付託することにしておりますが、これにご異議

ございませんか。 

   （ 異議なしの声あり ） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、陳情第７号から陳情第１１号までの５件は教育民生常任委員会

に審査を付託することに決しました。 
 日程第６．議案の上程を行います。 

 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、私のほうから提出議案についてご説明をいたします。 
 今期定例会の提出議案は、条例の一部改正議案４件、一部事務組合の規
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則変更に関する議案２件、平成３０年度一般会計及び各特別会計等の予算

の補正に関する議案８件、合わせまして１４件であります。 
 初めに、議案第１０１号、三種町一般職の職員の給与に関する条例等の

一部改正についてご説明申し上げます。 
 本条例案は、秋田県人事委員会の勧告に基づき、一般職の職員の給料月

額及び期末・勤勉手当の支給割合の改定等、所要の改正を行うものであり

ます。 
 勧告における給与改定の考え方につきましては、地方公務員法の規定に

基づき、国及び他の地方公共団体職員の給与との均衡と民間給与水準との

整合性の確保等を基本として判断されたものであります。 
 主な改正内容でありますが、第１条による改正では、本年１２月期に支

給された一般職の職員の勤勉手当支給割合を現行の「０．８２５月」から

０．１０月増の「０．９２５月」に、再任用職員については現行の「０．

４０月」から０．０５月増の「０．４５月」にそれぞれ引き上げることと

し、給料表については若年層に重点を置きながら平均で０．０９％引き上

げ、本年４月１日にさかのぼって適用するものであります。このほか、宿

日直手当の支給限度額の引き上げを行っております。 
 また、第２条による改正では、平成３１年４月１日以降の期末手当につ

いて、６月期及び１２月期の支給割合を均等にし、一般職員は「１．２５

月」、再任用職員は「０．７０月」に改め、勤勉手当については、第１条

による引き上げ分を６月期と１２月期に振り分け、一般職員は「０．８７

５月」、再任用職員は「０．４２５月」に改めるものであります。 

 また、第１条及び第２条による給与条例の改正において、附則の経過措

置規定を削除したことにより、当該部分を引用する３つの条例についても

所要の規定整備が必要となったため、本条例の第３条から第７条の規定に

おいてあわせて改正を行うものであります。 

 次に、議案第１０２号、三種町一般職の任期付職員の採用に関する条例

の一部改正については、任期付職員のうち、高度な知識経験等を有する特

定任期付職員の期末手当の支給割合を、一般職の職員の勤勉手当と同様に

「０．１０月」引き上げるとともに、給料表を県及び近隣団体の水準を参

考に改定するものであります。なお、本町ではこれまで任期付職員の採用

は行っておりません。 

 次に、議案第１０３号、三種町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の一部改正及び議案第１０４号、三種町議会議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正については、町特別職及び議会

議員の期末手当の支給割合を、一般職の職員の勤勉手当改定状況等を勘案

し改定するものであります。 
 改正内容は、町特別職及び議会議員とも、本年１２月の期末手当の支給

割合を、現行の「１．５５月」から０．１０月増の「１．６５月」とする

ものであります。また、平成３０年４月１日以降の期末手当については、
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６月期と１２月期の支給割合を均等にするため、「１．５６２５月」にそ

れぞれ改めるものであります。 
 次に、議案第１０５号、秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更につ

いてご説明申し上げます。 
 大仙美郷環境事業組合が、平成３１年３月３１日をもって解散し、秋田

県市町村総合事務組合から脱退することに伴い、同組合を組織する地方公

共団体の数を減少させるための規約変更が必要となりました。この場合、

地方自治法第２８６条第１項の規定により、本町を初め関係市町村と協議

が必要なことから、同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるもの

であります。 
 次に、議案第１０６号、能代山本広域市町村圏組合規約の一部変更につ

いては、能代山本広域市町村圏組合が新たに整備する粗大ごみ処理施設に

おいて、藤里町から排出される破砕系ごみの処理を受け入れようとするこ

とに伴い規約の変更が必要なことから、議案第１０５号と同様、関係市町

村と協議することについて議会の議決を求めるものであります。 
 続きまして、議案第１０７号から第１１４号までは、平成３０年度一般

会計及び各特別会等の補正予算に関する議案であります。 
 議案第１０７号、一般会計予算の補正は、歳入歳出それぞれ９，６７０

万９，０００円を追加し、予算総額を１０１億７，０９１万円とするもの

であります。 
 継続費の設定では、山本公民館・山本総合支所建設事業に係る設計監理

業務及び本体工事を、総額６億７，７００万３，０００円で２カ年の継続

事業としたものでありますが、このうち本体工事については、受注機会拡

大の観点から、建築本体工事、電気設備工事及び機械設備工事の３工種を

分割発注する積算としております。 
 繰越明許費の設定では、農地農業用施設災害復旧事業費３，６２９万

３，０００円を平成３１年度へ繰り越すものであります。 
 地方債の補正では、関連事業費の減額により限度額の変更をしておりま

す。 
 次に、歳出の主なものからご説明いたします。 

 一般職の人件費でありますが、議会費から教育費までの関係各款で、給

与改定等による増減を計上した結果、総額８８９万９，０００円の増額計

上となっております。 

 総務費の財産管理費におきましては、林崎自治会館前側溝工事費１１８

万８，０００円を追加計上したほか、企画振興費では、東北電力柱移転工

事に伴う光通信網設備電柱支障移転業務委託料５１７万４，０００円、

生活バス路線等維持費補助金２２１万９，０００円を増額計上しておりま

す。 

 電子計算費では、健康管理システム更新業務委託料９５３万６，０００

円、地方税共通納税システム対応改修費負担金１６４万８，０００円等を
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追加計上しております。 

 定住対策費では、対象見込み者の増により、結婚祝金、定住者奨励金を

合わせて１７５万円増額計上しております。 

 また、選挙費では、町長・町議会議員選挙費２６７万９，０００円を事

業費の確定により減額計上しております。 
 民生費の国民健康保険費におきましては、保険基盤安定負担金等の見込

みにより、国民健康保険事業勘定特別会計繰出金１，４３３万３，０００

円を増額計上しております。 
 衛生費の診療所費におきましては、琴丘診療所アスベスト調査業務１３

７万２，０００円を追加計上しております。 
 次に、農林水産業費の農地費におきましては、排水路工事費、寺後地区

排水路整備支障物件移転補償費及び泉八日地区排水路施工補償費を合わせ

て２１８万５，０００円増額計上しております。 

 また、農業集落排水事業費におきましては、農業集落排水事業特別会計

繰出金５５７万７，０００円を減額計上し、林業総務費では、保全松林緊

急保護整備事業３００万円を増額計上しております。 

 商工費の観光費におきましては、映画「デイアンドナイト」先行上映事

業費補助金８５万７，０００円、ゆうぱる浴槽修繕工事費１５３万１，０

００円等を追加計上しております。 

 土木費の土木総務費におきましては、利用者の増加見込みにより住宅リ

フォーム助成事業補助金２００万円を増額計上しております。 

 また、道路橋梁維持費では、今後見込まれる除雪関係経費６，１００万

円を増額計上したほか、社会資本整備総合交付金事業の内示を受け、道路

補修関係事業費１，５３５万９，０００円を減額計上しております。 

 公共下水道費では、公共下水道事業特別会計繰出金３２５万５，０００

円を増額計上しております。 

 消防費の非常備消防費におきましては、大雨災害の発生等による警戒活

動などの出動機会の増加により、消防団費用弁償２１７万２，０００円を

増額計上しております。 
 災害復旧費では、８月１６日発生災害に係る国庫補助事業の申請箇所の

再選定により、農地農業用施設災害復旧工事費１，３８０万円を減額計上

したほか、農家個人で復旧するための復旧支援事業費補助金１７５万円を

増額計上しております。 

 公債費におきしては、長期債の借入利率見直し等により７０９万３，０

００円の減額計上となっております。 
 続きまして、歳入の主なものについてご説明いたします。 

 国有提供施設等所在市町村助成交付金は交付決定により１６万２，００

０円を増額計上しております。 

 国庫支出金の土木費国庫補助金では、社会資本整備総合交付金の内示に

より、道路補修事業分１，１９８万８，０００円を減額計上しておりま
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す。 

 県支出金の民生費県負担金におきましては、国保保険基盤安定負担金

１，１３５万４，０００円の増額計上したほか、農林水産業費県補助金で

は、農地農業用施設災害復旧事業費１，０４２万６，０００円を減額計上

し、保全松林緊急保護整備事業費１４６万円を増額計上しております。 
 寄附金におきましては、有限会社アストン秋田からの寄附金５００万円

を農業振興寄附金として追加計上しております。 
 基金繰入金におきましては、収支調整のため財政調整基金より９，８１

４万８，０００円を繰り入れしております。 

 諸収入におきましては、秋田県が施行する三種川河川改修工事に伴う東

部難視解消施設支障移転補償費として１，０７９万８，０００円を追加計

上しております。 

 また、町債におきましては、関連事業費の減額により、土木債で４００

万円、災害復旧事業債は５３０万円をそれぞれ減額計上しております。 

 続きまして、議案第１０８号、国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

は、歳入歳出それぞれ１，４３３万３，０００円を追加し、予算総額を２

３億６３１万６，０００円とするものであります。 
 歳入では、一般会計繰入金を１，４３３万３，０００円増額計上し、歳

出では、ひまわりセンターの燃料費等を増額計上し、予備費を増額調整す

る補正予算となっております。 
 次に、議案第１０９号、公共下水道事業特別会計補正予算は、歳入歳出

それぞれ３２５万５，０００円を追加し、予算総額を６億５，１６０万

２，０００円とするものであります。 
 歳入では、一般会計繰入金３２５万５，０００円を増額計上し、歳出で

は、維持修繕工事費２５４万２，０００円等の増額を計上しております。 
 議案第１１０号、農業集落排水事業特別会計補正予算は、歳入歳出それ

ぞれ５５７万７，０００円を減額し、予算総額を１億８，５３４万４，０

００円とするものであります。 

 歳入では、一般会計繰入金５５７万７，０００円を減額計上し、歳出で

は、汚泥処理業務委託料２７２万２，０００円を増額し、施設修繕工事費

９４８万７，０００円の減額等を計上しております。 
 次に、議案第１１１号、介護保険事業勘定特別会計補正予算は、介護予

防・生活支援サービス事業給付費と高額介護予防サービス費相当給付費の

組み替え等を計上しております。 
 次に、議案第１１２号、衛生処理事業特別会計補正予算は、人件費等の

補正でありますので説明は省略させていただきます。 

 次に、議案第１１３号、温泉事業特別会計補正予算は、修繕料の増額分

に予備費を充当する補正予算となっております。 

 最後に、議案第１１４号、水道事業会計補正予算は、収益的支出におき

まして、山本浄水場管理委託料６７万４，０００円を増額計上したほか、
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職員人件費を増額計上しております。 

 資本的収入及び支出につきましては、鵜川地区水道管布設替工事におい

て、実施設計業務を本年度実施し、工事を翌年度に見送ることに伴い、関

係事業費の増減補正をしております。 
 以上が今期定例会に提出する議案の概要でありますので、議員の皆様に

は、よろしくご審議の上、適切なるご決定を賜りますようお願い申し上

げ、議案説明といたします。よろしくお願いいたします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長の提案理由の説明を終わります。 

 なお、審議、採決については１２月１４日に行います。 
 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

  

 

                         午前１０時５４分  散 会 
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